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３学期の始業式では、二人の児童が代表して３学期の抱負を発表

しました。二人とも堂々としていてすばらしい発表でした。

私からは、「3学期は51日しかなく、『１月は行く、２月は逃げる、３月は去る』と

言われるくらい短い学期であっという間に終わってしまいます。次の学年に向けて、

しっかりと今の学年の学習のまとめをしましょう。やり残しのないように、一日一日

を大切にしていきましょう。」という話をしました。がんばってほしいです。

校 長 通 信
～３学期始業式～

～おめでとうございます～
〇早田 結貴さん（１年）12月24日「宮日こども新聞（見てみて！みんなの作品）」

〇「きねでもちつき」菊池楓摩さん（２年）12月28日「宮日（若い目）」掲載

〇「やつばちすごい」濵田明杜さん（１年）12月29日「宮日（若い目）」掲載

〇「ｻｯｶｰでｺﾞｰﾙ決めたよ」内嶺翔太さん(４年)12月29日 宮日｢みんなの作品(絵)｣掲載

〇「どんどん入れよう」甲斐爽泰さん(２年)12月31日 宮日｢みんなの作品(絵)｣掲載

三学期にがんばること
三年 濵田 結衣

今日から三学期が始まります。
わたしが三学期にがんばりたいことは、二つあります。一つ目は、「あいさつ・返事」です。わたしのあい

さつや返事は、声が小さかったり暗かったりします。先生から、「大きな声で言いましょう。」とか「明るい声
で」とよく言われていました。二学期の目ひょうも、あいさつの目ひょうを立てましたが、なかなかできませ
んでした。元気のよい声であいさつや返事をすると、された方は気持ちがよくなると思います。うれしそうに
している人を見ると、私もうれしくなります。「気持ちのいいあいさつだねえ。」とほめられたら、もっとうれ
しくなります。だから、「大きな声で、元気よく」あいさつや返事をすると、みんなが気持ちよくすごせると
思います。三学期はおなかからしっかりと声を出して、気持ちのよいあいさつや返事ができるようにします。
そして、名前をよんだり、相手を気づかう言葉や一言をつけたりしてあいさつができるようにしたいです。
二つ目は、漢字を正しくおぼえることです。三年生では二百文字の漢字が出てきます。これを聞いた時、多

すぎてたいへんだと思いました。でも、二学期までにもう１７１文字を習ったので、あともう少しです。大体
の漢字はおぼえられたけど、まだかんぺきではないので、しっかりと書けるように練習します。そして、書き
じゅんやとめ、はね、はらいなどの、文字の形にも気をつけて正しく書けるようにしたいです。
三年生最後の学期に、しっかりと目ひょうをたっせいして、レベルアップできるようにがんばります。

三学期がんばること
六年 長田 愛子

私は、この発表をすると決まってから、まず二学期をふり返ってみました。ふり返ってみると、学校での行
動と、家庭での自分の行動はちがっていたと感じました。その中で、今回は、あいさつと自学の取り組み方に
ついて考えてみました。
まず、あいさつについては、地域の方へのあいさつができていないと感じました。学校では、先生や友達に

えしゃくしたり、気持ちのよいあいさつをすることを心がけることができていましたが、登校する時や下校し
た後などは、できていませんでした。そんな中で、いつでもだれにでもあいさつをしている友達を見ました。
学校が終わってからも気持ちのよいあいさつをしていて、すごいと思いました。私もその友達のように、三学
期からはいつでも進んであいさつすることを心がけたいと思います。
次に、自学についてです。私は二学期まで宿題で自学が出ても、いつでもていねいにするということをあま

り考えずてきとうにすることがありました。後で見返してみた時に、ていねいにしたページは分かりやすくま
とめられていて、何がポイントなのかがすぐに分かるようにしてありましたが、てきとうにしたページはごち
ゃごちゃしていて分かりにくく、何が大切なのかが整理できていないことに気づきました。だから、これから
は、ていねいに分かりやすくまとめることを意識して自学をしていきたいです。
このようなことから、私は三学期、あいさつをいつでも、だれにでもするということと、自学の質を上げる

ということを目標にしたいと思います。目標を達成するには、どうすればよいか考えながら生活していきたい
です。




